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1 はじめに

撮影，配信，蓄積など，これまではフィルムの流通により
行われてきた映画制作が，すべての行程をディジタルデータ
で処理するディジタルシネマに移りつつある．特に，DCI1は，
2004年にディジタルシネマに関する，符号化条件を含めた
最終の要求条件を決定する予定である．

DCI の要求条件を満たす符号化方式として，Motion-
JPEG2000(以下 MJ2 とする) がある．MJ2 は，動き補償
を行わない階層符号化方式である．しかし，Wavelet変換を
用いた階層表現では 2n に縮小サイズが限定されることや，
Waveletフィルタの性能がデシメーションフィルタに劣るな
どの問題点がある [1]．そこで本稿では，MJ2がディジタル
シネマで利用されることを想定し，ソースから異なる解像
度とアスペクト比の映像を生成するための符号化手法を検
討する．

2 ディジタルシネマの要求条件

ディジタルシネマの映像を符号化にするためには，視覚的
なロスレス保存が可能なこと，イントラ符号化であること，
空間スケーラビリティを実現していることなどが求められ
る [2]．また，DCIの要求条件には階層構造の最も高い解像
度を 4096× 2160[pix]に定める動きがある．MJ2は，これ
らの要求条件を満たしている．

3 問題提起

DCIの要求条件に従い，4096× 2160[pix]のソースをMJ2
で符号化すると，HDTVサイズや PC向けなどの低解像度
の映像を生成するためには，以下に述べる 2つの問題が存
在する．

解像度
MJ2 の各フレームは，JPEG2000Part1 の符号化方式に従
う．従って，Wavelet変換を用いたサブバンド分割が，1/2n

に制限される．すなわち，空間スケーラビリティが，ソース
の持つ画像サイズの 1/4や 1/16などに限定される．

アスペクト比
DCIの要求条件にある解像度は，4K× 2Kもしくは 2K×
1Kである．従って，アスペクト比は 2：1となる．一方，TV
放送用の HDTVなどは 16：9，また PCで表示する場合に
は 4：3であるため，ソースとアスペクト比が異なる．

特に HDTVサイズを想定すると，ソースから LL成分を
用いて生成する画像の解像度が 2048× 1080[pix]となるた
め，縦幅がHDTVサイズと同じとなり左右の画素が余るこ
とになる．
そこで，これらの問題点を考慮し，ソースとは異なる解

像度およびアスペクト比の映像を生成するための映像変換
手法が必要である．
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図 1 解像度変換手法
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図 2 テスト画像
4 予備実験

図 1に，Waveletフィルタおよびデシメーションフィルタ
を組み合わせた 4つの解像度変換手法を示す．Wavlet変換
は，整数フィルタと実数フィルタを利用し，それぞれの手法
の出力画像と，フーリエ変換後にローパスフィルタによる
帯域制限を施した理想縮小画像との PSNRを測定した．そ
の結果を表 1に示す．ただし，実験には，図 2に示す 2160
× 1080[pix]の画像を利用した．
表 1より，LL成分を利用してソースから 1920× 1080[pix]

の画像を生成するためには，映像の両端 128画素を削除す
る手法が最も優れた画質であることが分かる．しかし，こ
の手法では画像の両端の情報を破棄する事になる．一方で，
画質は劣るが，両端を削除せずにデシメーションフィルタ
を用いる解像度変換も考えられる．この場合の出力は，レ
ターボックスを利用する．
これら 2つの手法は，共に長所と短所がある．したがっ

て，これら 2つの手法を柔軟に選択できることが望ましい．
表 1 4つの手法における画質比較

Waveletフィルタ case1 case2 case3 case4
integer 37.700 37.699 36.889 —

Daubechies 38.058 38.057 37.212 —
無し — — — 37.261

[dB]

5 タイル化を用いた解決手法

JPEG2000のタイリングを用いることにより，画像を 3つ
のタイルに分割する．切り捨てる両端の 128画素分のタイ
ルと中央の 3840画素のタイル，計 3つのタイルで各フレー
ムを構成する．これにより，画像の両端を切り捨てる手法と
デシメーションフィルタを利用する手法の両方に対応可能
となる．

6 まとめ

本稿では，ディジタルシネマにおける映像の符号化にMJ2
を利用する際の問題点を指摘し，4つの解像度変換手法の画
質評価を行い，タイル化を用いた問題解決手法について検
討した．
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